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エントリーNo４ 
 〇学習会名称 （ 岐阜憲法 fes2013 ＫＥＮ‘Ｓ ＣＬＵＢ  vol，1   ） 

 〇主催者   （ 岐阜県労連青年部準備会  ） 

 〇対象者   （単産･地方組織青年組合員、青年部役員、単産・地方組織青年担当者、  

今まで平和活動や運動に関わったことの無い青年層、音楽関係者 ） 

  〇開催日   （  2013 年 12 月  15 日  14 時～ 16 時） 

 〇開催場所  （岐阜県岐阜市 Club BLOCK）            

 〇なぜその学習会を企画したか 

 

 

 

 

 

 

 

〇企画するにあたって、運営で工夫した点は？ 

 

 

 

 

 

 

 

○苦労した点は？ 

 

 

 

 

 

 

Q２.参加者ついて記入してください。 

○参加人数  目標（  100 ）人 実際に参加した人数（ 80  ）人 

○参加者からの感想は？ 

 

 

 

 

 

 

○どんな総括をしましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

世代間や団体間の活動の壁をなくし、あまり平和について考えたことの無い、または全く関心

を持っていない（興味が無い）と思われる 2０代から３０代の青年層の人達に少しでも平和の

大切さや憲法について関心を持ってもらうことがこれからの岐阜の平和活動を考えていく上に

おいて、最も重要な課題になると判断し、キッカケ作りのための場として様々な世代がだれで

も気軽に楽しめると思われる、音楽を使った学習イベント「KEN’S CLUB」を企画しました。

・月１で実行委員会を開催し、実行委員対象に憲法についての学習会などを行ないました。 
・いままで平和活動に取り組んだ事の無い人達にも簡単に足を運んでもらえるようにする為、

イベント自体がただの学習会や押し付けにならないようにする事が重要だと考え、実行委員

会側も楽しみながら企画・運営を行なうように心がけました。チラシも他の音楽イベントの

フライヤーを参考にして、あまり学習の雰囲気を出さないように工夫しました。 

岐阜では今までに無い全く新しい取り組みのため、参加者をなかなか増やす事ができずに苦労

しました。実行委員からも「どうやって（誰に）参加を呼び掛けていいのかわからない」と言

った声も出ていました。その為、開催当日まで参加人数をあまり読むことができませんでした。

「今まで当たり前だと思っていた平和が憲法のお陰で存在している事を始めて知りました」

「こんな楽しいイベントは初めてだ。新しい」「是非来年は実行委員に参加したい」また、静

岡県から参加した男性からは「ぜひ地元でも開催したい。この運動を全国で広めていかないと」

など大変嬉しく頼もしい意見が多く出されました。 

実行委員も参加者も、出演者もともに学習し、関わった人達全員が成長する事のできる、また、

自分の気持ちに変化をもたらす大変意義のあるイベントだったと思います。ただ、参加人数が

目標に届かず、財政的にも厳しいイベントとなってしまいました。今後、運動として続けてい

けるイベントにする為に宣伝力の強化（実行委員数）が必要であると感じました。 
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○総括を踏まえて、次に活かそうと思う点など 

 

 

 

 

 

 

 

○その他、学習会を行って気づいたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料—フェスタチラシ 

 

岐阜憲法 fes2014 KEN’S CLUB ＦａｃｅＢｏｏｋページ 

https://www.facebook.com/gifukenpoufes.kensclub

 

 

・ 早い段階からの呼びかけや宣伝を行なうためにフェイスブックページを開設し、こまめに

情報を発信しています。また、様々な平和活動やパレードに参加してイベントを知っても

らえるように活動していく。 
・ 第２回開催に向けて、出演アーティスト達による歌を交えた街頭宣伝などを行ない、広く

活動を訴えていく。 

憲法や平和について無関心だと思われていた青年層が、実は学習する機会（きっかけ）が無か

っただけではないかと感じました。興味は持っているが、いきなり学習会や活動に参加するに

はハードルが高いのではないかと思う。今後、新しい青年層が参加しやすい学習会やイベント

を作っていくためには先入観を捨て、実際に青年層の人達とコミュニケーションを取り、声を

聞きながら企画していく必要があると感じました。 






